
告

示

規

則

福
島
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
四
号

福
島
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則(

昭
和
四
十
五
年
福
島
県
規
則
第
三
十
六
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中｢

第
三
十
六
条
第
一
項｣

を｢

第
三
十
六
条
第
二
項｣

に
改
め
る
。

第
二
条
中｢

第
三
十
六
条｣

を｢

第
三
十
六
条
第
二
項｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

県
民
環
境
総
務
領
域
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
五
十
五
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令(

昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号)

第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
平
成
二
十
年
二
月
二
十
二
日
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名
称

所
在
地

認
定
有
効
期
限

桑
野
協
立
病
院

郡
山
市
島
二
│
九
│
一
八

平
成
二
三
年
二
月
二
一
日

(

健
康
衛
生
領
域
医
療
看
護
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
五
十
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二
十

年
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
及
び
喜
多

方
市
産
業
部
商
工
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
喜
多
方
西
店

喜
多
方
市
字
押
切
南
二
丁
目
四
十
二
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
喜
多
方
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
〇
九

告

示

○
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
に
よ
り
救

急
病
院
を
認
定
し
た
件

一
〇
九

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ

い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

一
〇
九

○
漁
業
法
に
よ
り
区
画
漁
業
の
免
許
に
つ

い
て
定
め
た
件

一
一
〇

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た

件

一
一
四

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
四
件

一
一
四

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

一
一
五

○
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
と
し

て
指
定
し
た
件

一
一
五

公

告

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件
二
件

一
一
六

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件

一
一
六

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
廃
止

の
届
出
が
あ
っ
た
件

一
一
六

福
島
県
公
安
委
員
会

○
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
す
る
件

一
一
七

福
島
県
警
察
本
部

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件
八
件

一
一
八

福
島
県
福
島
警
察
署

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
二
五

福
島
県
郡
山
警
察
署

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
二
六

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

○
こ
い
の
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
指
示
す

る
件

一
二
七

○
こ
い
の
持
ち
出
し
の
禁
止
に
係
る
指
定

水
域
の
範
囲
を
定
め
る
件

一
二
七

○
平
成
二
十
年
度
目
標
増
殖
量
を
定
め
た

件

一
二
七

正

誤

○
平
成
十
七
年
三
月
十
八
日
付
け
号
外
第

七
号
中

一
三
〇



意
見
な
し
。

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
五
十
七
号

漁
業
法(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号)

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
区
画
漁
業

の
免
許
に
つ
い
て
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

公
示
番
号

区
第
一
号

二

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

１

漁
業
の
種
類
、
名
称
及
び
時
期

漁
業
の
種
類

漁
業
の
名
称

漁
業
の
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
網
ひ
び
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

わ
か
め
張
縄
式
養
殖
業

一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
〇
日
ま
で

第
三
種
区
画
漁
業

か
き
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

あ
さ
り
養
殖
業

同

２

漁
場
の
位
置

相
馬
市
尾
浜
地
先

３

漁
場
の
区
域

次
の
基
点
第
二
九
号
と
各
点
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
ニ
を
順
次
に
結
ん
だ
四
直
線
と
、
基
点
第
三
五

号
と
各
点
ヘ
、
ホ
及
び
基
点
第
三
〇
号
を
順
次
に
結
ん
だ
三
直
線
と
、
各
点
ヒ
、
ミ
及
び
シ
を
順

次
に
結
ん
だ
二
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
か
ら
①
の
区
域
を
除
い

た
区
域

基
点
第
二
九
号

相
馬
市
尾
浜
字
船
越
地
内
の
標
柱

基
点
第
三
〇
号

相
馬
市
尾
浜
と
相
馬
市
磯
部
と
の
境
界
の
十
二
本
松
の
標
柱

基
点
第
三
五
号

相
馬
市
岩
子
字
中
島
地
内
の
標
柱

点
イ

基
点
第
二
九
号
か
ら
一
四
〇
度
三
八
分
の
線
上
、
基
点
第
二
九
号
か
ら
一
七
七
・
三

メ
ー
ト
ル
の
点

点
ロ

点
イ
か
ら
二
四
五
度
の
線
上
、
点
イ
か
ら
三
二
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ハ

点
ロ
か
ら
一
六
五
度
の
線
上
、
点
ロ
か
ら
一
二
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ニ

点
ハ
か
ら
二
五
〇
度
の
線
上
、
点
ハ
か
ら
四
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ヘ

基
点
第
三
五
号
か
ら
一
〇
七
度
三
八
分
の
線
上
、
基
点
第
三
五
号
か
ら
一
〇
六
・
七

五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ホ

基
点
第
三
五
号
か
ら
八
二
度
〇
八
分
の
線
上
、
点
ヘ
か
ら
一
八
九
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ヒ

旧
松
川
地
内
の
通
称
別
荘
山
南
端
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
接
点

点
ミ

松
川
浦
漁
港
防
波
堤(

囲
堤)

突
端

点
シ

点
ミ
か
ら
三
三
〇
度
一
八
分
の
線
上
、
点
ミ
か
ら
七
五
メ
ー
ト
ル
の
点

①

次
の
各
点
コ
、
テ
、
ア
、
サ
、
キ
、
ユ
及
び
メ
を
順
次
に
結
ん
だ
六
直
線
と
、
松
川
浦
漁
港

防
波
堤(

囲
堤)

と
点
ミ
及
び
シ
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

た
区
域

点
コ

基
点
第
二
九
号
か
ら
三
三
七
度
の
線
上
、
基
点
第
二
九
号
か
ら
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
テ

点
コ
か
ら
一
七
一
度
三
八
分
の
線
上
、
点
コ
か
ら
九
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ア

点
テ
か
ら
一
三
八
度
〇
八
分
の
線
上
、
点
テ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
サ

点
ア
か
ら
八
〇
度
〇
八
分
の
線
上
、
点
ア
か
ら
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

点
サ
か
ら
三
二
度
〇
八
分
の
線
上
、
点
サ
か
ら
五
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ユ

点
キ
か
ら
五
一
度
三
八
分
の
線
上
、
点
キ
か
ら
一
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
メ

点
ユ
か
ら
二
九
度
三
八
分
の
線
上
、
点
ユ
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ミ

点
メ
か
ら
松
川
浦
漁
港
防
波
堤(

囲
堤)

に
沿
っ
て
二
一
一
メ
ー
ト
ル
の
同
防
波
堤

(

囲
堤)

突
端

点
シ

点
ミ
か
ら
三
三
〇
度
一
八
分
の
線
上
、
点
ミ
か
ら
七
五
メ
ー
ト
ル
の
点

三

免
許
の
制
限
又
は
条
件

１

漁
場
内
に
お
け
る
わ
か
め
の
養
殖
縄
の
長
さ
は
、
四
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
と
す
る
。

２

漁
場
内
に
お
い
て
わ
か
め
養
殖
業
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
養
殖
面
積
に
応
じ
て
の
り
の
養
殖
柵

数
を
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

こ
の
漁
場
内
に
次
の
航
路
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一�

松
川
港
口
か
ら
通
称
東
溝
を
経
て
磯
部
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

二�

松
川
港
口
か
ら
岩
子
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

三�

松
川
港
口
か
ら
船
溜
外
側
を
経
て
平
前
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

４

３
に
定
め
る
航
路
の
ほ
か
こ
の
区
域
内
に
設
定
す
る
航
路
及
び
潮
通
し
の
た
め
の
水
路
は
、
他

の
漁
業
権
区
域
の
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
松
川
浦
全
体
に
及
ぶ
効
果
を
勘
案
し
て
設
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

航
路
内
で
は
、
航
行
を
妨
害
す
る
施
設
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

四

免
許
予
定
日

平
成
二
十
年
九
月
一
日

五

免
許
の
申
請
期
間

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六

地
元
地
区

相
馬
市
尾
浜

七

漁
業
権
の
存
続
期
間

平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

八

そ
の
他

方
位
は
す
べ
て
真
方
位
に
よ
る
。

一

公
示
番
号

区
第
二
号

二

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

１

漁
業
の
種
類
、
名
称
及
び
時
期

漁
業
の
種
類

漁
業
の
名
称

漁
業
の
時
期
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第
一
種
区
画
漁
業

の
り
網
ひ
び
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

わ
か
め
張
縄
式
養
殖
業

一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
〇
日
ま
で

同

こ
ん
ぶ
張
縄
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

第
三
種
区
画
漁
業

か
き
養
殖
業

同

同

あ
さ
り
養
殖
業

同

２

漁
場
の
位
置

相
馬
市
和
田
地
先

３

漁
場
の
区
域

次
の
基
点
第
二
九
号
と
各
点
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
ニ
を
順
次
に
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海

岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
第
二
九
号

相
馬
市
尾
浜
字
船
越
地
内
の
標
柱

点
イ

基
点
第
二
九
号
か
ら
一
四
〇
度
三
八
分
の
線
上
、
基
点
第
二
九
号
か
ら
一
七
七
・
三

メ
ー
ト
ル
の
点

点
ロ

点
イ
か
ら
二
四
五
度
の
線
上
、
点
イ
か
ら
三
二
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ハ

点
ロ
か
ら
一
六
五
度
の
線
上
、
点
ロ
か
ら
一
二
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ニ

点
ハ
か
ら
二
五
〇
度
の
線
上
、
点
ハ
か
ら
四
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三

免
許
の
制
限
又
は
条
件

１

漁
場
内
に
お
け
る
わ
か
め
の
養
殖
縄
の
長
さ
は
、
七
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
と
す
る
。

２

漁
場
内
に
お
い
て
わ
か
め
養
殖
業
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
養
殖
面
積
に
応
じ
て
の
り
の
養
殖
柵

数
を
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

こ
の
漁
場
内
に
次
の
航
路
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一�

松
川
港
船
溜
外
側
か
ら
和
田
地
区
通
称
平
前
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

二�

平
前
か
ら
和
田
に
至
る
幅
一
五
メ
ー
ト
ル
の
航
路
及
び
こ
の
航
路
か
ら
高
塚
に
至
る
幅
九
メ
ー

ト
ル
以
上
の
航
路

４

３
に
定
め
る
航
路
の
ほ
か
こ
の
区
域
内
に
設
定
す
る
航
路
及
び
潮
通
し
の
た
め
の
水
路
は
、
他

の
漁
業
権
区
域
の
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
松
川
浦
全
体
に
及
ぶ
効
果
を
勘
案
し
て
設
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

航
路
内
で
は
、
航
行
を
妨
害
す
る
施
設
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

四

免
許
予
定
日

平
成
二
十
年
九
月
一
日

五

免
許
の
申
請
期
間

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六

地
元
地
区

相
馬
市
和
田
、
本
笑
字
西
和
田
、
原
釜
字
札
の
沢
及
び
尾
浜
字
札
の
沢

七

漁
業
権
の
存
続
期
間

平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

八

そ
の
他

方
位
は
す
べ
て
真
方
位
に
よ
る
。

一

公
示
番
号

区
第
三
号

二

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

１

漁
業
の
種
類
、
名
称
及
び
時
期

漁
業
の
種
類

漁
業
の
名
称

漁
業
の
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
網
ひ
び
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

わ
か
め
張
縄
式
養
殖
業

一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
〇
日
ま
で

第
三
種
区
画
漁
業

か
き
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

あ
さ
り
養
殖
業

同

２

漁
場
の
位
置

相
馬
市
岩
子
地
先

３

漁
場
の
区
域

次
の
基
点
第
三
五
号
と
、
各
点
ヘ
、
ホ
及
び
基
点
第
三
〇
号
を
順
次
に
結
ん
だ
三
直
線
と
、
各

点
フ
、
リ
、
ヌ
及
び
ル
を
順
次
に
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

区
域
か
ら
区
第
五
号
漁
業
権
漁
場
の
区
域
を
除
い
た
区
域

基
点
第
三
〇
号

相
馬
市
尾
浜
と
相
馬
市
磯
部
と
の
境
界
の
十
二
本
松
の
標
柱

基
点
第
三
五
号

相
馬
市
岩
子
字
中
島
地
内
の
標
柱

点
ヘ

基
点
第
三
五
号
か
ら
一
〇
七
度
三
八
分
の
線
上
、
基
点
第
三
五
号
か
ら
一
〇
六
・
七

五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ホ

基
点
第
三
五
号
か
ら
八
二
度
〇
八
分
の
線
上
、
点
ヘ
か
ら
一
八
九
メ
ー
ト
ル
の
点

点
フ

相
馬
市
岩
子
字
長
谷
地
古
川
水
門
中
央
か
ら
北
二
四
メ
ー
ト
ル
の
点

点
リ

点
フ
か
ら
八
八
度
一
三
分
の
線
上
、
点
フ
か
ら
一
、
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ヌ

点
ル
か
ら
二
八
〇
度
の
線
上
、
点
ル
か
ら
二
四
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ル

相
馬
市
磯
部
字
長
須
庄
司
水
門
中
央
か
ら
北
二
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
点

三

免
許
の
制
限
又
は
条
件

１

東
溝
中
州
桟
橋
よ
り
南
九
〇
メ
ー
ト
ル(

五
十
間)

の
位
置
を
基
点
と
し
、
そ
の
北
面
四
・
三

ヘ
ク
タ
ー
ル(

四
町
三
反
歩)

を
旧
飯
豊
第
一
漁
業
協
同
組
合
員
の
う
ち
岩
子
居
住
者
の
行
使
区

域
と
す
る
。

２

残
余
の
東
溝
の
区
域
は
、
旧
岩
子
漁
業
協
同
組
合
員
の
行
使
区
域
と
す
る
。

３

清
助
島
と
烏
森
の
そ
れ
ぞ
れ
の
南
端
を
結
ぶ
線
を
基
線
と
し
、
そ
れ
よ
り
以
北
の
採
苗
区
域
は
、

旧
岩
子
漁
業
協
同
組
合
員
と
旧
飯
豊
第
一
漁
業
協
同
組
合
員
岩
子
居
住
者
と
の
組
合
員
の
比
率
に

よ
っ
て
平
等
に
行
使
す
る
こ
と
。

４

前
項
の
基
線
よ
り
以
南
の
区
域
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル(

七
町
五
反
歩)

は
、
次
の
区
分
に
よ
っ

て
行
使
す
る
こ
と
。

一�

旧
飯
豊
第
一
漁
業
協
同
組
合
員
岩
子
居
住
者
に
対
し
て
は
、
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル(

四
町
三

反
歩)
と
す
る
。

二�

残
余
の
三
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル(

三
町
二
反
歩)

は
、
旧
岩
子
漁
業
協
同
組
合
員
が
行
使
す
る

こ
と
。

５

こ
の
漁
場
内
に
次
の
航
路
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一�

地
島
西
端
付
近
か
ら
文
字
島
を
経
て
岩
子
船
溜
り
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路
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二�

文
字
島
か
ら
大
字
新
田
梅
川
河
口
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

三�

地
島
西
端
付
近
か
ら
落
堀
、
土
橋
、
株
釜
を
経
て
大
州
に
至
る
幅
四
〜
九
メ
ー
ト
ル
の
航
路

四�

地
島
東
端
付
近
か
ら
機
械
島
西
端
、
烏
森
付
近
を
経
て
大
州
に
至
る
幅
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の

航
路

五�

地
島
東
端
か
ら
中
州
東
岸
を
経
て
磯
部
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

６

５
に
定
め
る
航
路
の
ほ
か
こ
の
区
域
内
に
設
定
す
る
航
路
及
び
潮
通
し
の
た
め
の
水
路
は
、
他

の
漁
業
権
区
域
の
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
松
川
浦
全
体
に
及
ぶ
効
果
を
勘
案
し
て
設
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

７

航
路
内
で
は
、
航
行
を
妨
害
す
る
施
設
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

四

免
許
予
定
日

平
成
二
十
年
九
月
一
日

五

免
許
の
申
請
期
間

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六

地
元
地
区

相
馬
市
岩
子

七

漁
業
権
の
存
続
期
間

平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

八

そ
の
他

方
位
は
す
べ
て
真
方
位
に
よ
る
。

一

公
示
番
号

区
第
四
号

二

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

１

漁
業
の
種
類
、
名
称
及
び
時
期

漁
業
の
種
類

漁
業
の
名
称

漁
業
の
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
網
ひ
び
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

わ
か
め
張
縄
式
養
殖
業

一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
〇
日
ま
で

同

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

第
三
種
区
画
漁
業

か
き
養
殖
業

同

同

あ
さ
り
養
殖
業

同

２

漁
場
の
位
置

相
馬
市
新
田
及
び
柏
崎
地
先

３

漁
場
の
区
域

次
の
基
点
第
三
一
号
と
各
点
ト
、
チ
、
リ
及
び
フ
を
順
次
に
結
ん
だ
四
直
線
と
、
最
大
高
潮
時

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
第
三
一
号

相
馬
市
柏
崎
地
内
小
橋
水
門
北
端
か
ら
北
西
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ト

基
点
第
三
一
号
か
ら
三
五
五
度
三
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
一
号
か
ら
一
、
九
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
チ

点
ト
か
ら
一
一
五
度
一
〇
分
の
線
上
、
点
ト
か
ら
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
リ

点
チ
か
ら
一
五
度
の
線
上
、
点
チ
か
ら
五
四
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
フ

相
馬
市
岩
子
字
長
谷
地
古
川
水
門
中
央
か
ら
北
二
四
メ
ー
ト
ル
の
点

三

免
許
の
制
限
又
は
条
件

１

漁
場
内
に
お
け
る
か
き
垂
下
式
養
殖
連
数
は
、
七
、
二
〇
〇
連
以
内
と
す
る
。

た
だ
し
、
一
連
に
垂
下
し
得
る
種
苗
付
着
盤
の
数
は
、
一
〇
個
以
内
と
す
る
。

２

漁
場
内
に
お
い
て
か
き
垂
下
式
養
殖
業
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
養
殖
面
積
に
応
じ
て
の
り
の
養

殖
柵
数
を
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

区
第
三
号
と
区
第
四
号
と
の
境
界
線
か
ら
南
に
三
二
五
メ
ー
ト
ル
、
西
岸
沖
出
一
四
五
メ
ー
ト

ル
の
総
面
積
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル(

長
谷
地
地
内)

は
、
旧
新
柏
漁
業
協
同
組
合
員
の
う
ち
従
来

の
実
績
者
の
行
使
区
域
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

点
リ
と
点
リ
か
ら
点
フ
の
方
向
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
を
結
ん
だ
線
か
ら
南
寄
り
に
二
〇
メ
ー

ト
ル
を
隔
て
た
平
行
線
を
一
辺
と
し
、
そ
の
南
側
三
ヘ
ク
タ
ー
ル(

角
兵
衛
地
区)

は
、
旧
新
柏

漁
業
協
同
組
合
員
の
う
ち
従
来
の
実
績
者
の
行
使
区
域
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

こ
の
漁
場
内
に
次
の
航
路
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一�

新
場
前
か
ら
新
田
梅
川
河
口
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

二�

烏
森
付
近
を
経
て
大
州
に
至
る
幅
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
航
路

三�

長
谷
地
地
区
入
漁
区
に
は
、
堤
防
沿
い
に
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

６

５
に
定
め
る
航
路
の
ほ
か
こ
の
区
域
内
に
設
定
す
る
航
路
及
び
潮
通
し
の
た
め
の
水
路
は
、
他

の
漁
業
権
区
域
の
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
松
川
浦
全
体
に
及
ぶ
効
果
を
勘
案
し
て
設
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

７

航
路
内
で
は
、
航
行
を
妨
害
す
る
施
設
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

四

免
許
予
定
日

平
成
二
十
年
九
月
一
日

五

免
許
の
申
請
期
間

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六

地
元
地
区

相
馬
市
新
田
、
柏
崎
及
び
程
田
字
大
師
前

七

漁
業
権
の
存
続
期
間

平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

八

そ
の
他

方
位
は
す
べ
て
真
方
位
に
よ
る
。

一

公
示
番
号

区
第
五
号

二

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

１

漁
業
の
種
類
、
名
称
及
び
時
期

漁
業
の
種
類

漁
業
の
名
称

漁
業
の
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
網
ひ
び
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

わ
か
め
張
縄
式
養
殖
業

一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
〇
日
ま
で

第
三
種
区
画
漁
業

か
き
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

あ
さ
り
養
殖
業

同
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２

漁
場
の
位
置

相
馬
市
岩
子
地
先

３

漁
場
の
区
域

次
の
基
点
第
三
二
号
と
各
点
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、
レ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
、
ナ
、
基
点
第
三
三
号
と

各
点
ラ
、
ム
、
ウ
、
エ
、
ノ
、
オ
、
ク
、
ヤ
、
マ
及
び
ケ
を
順
次
に
結
ん
だ
二
〇
直
線
と
、
最
大

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
第
三
二
号

相
馬
市
岩
子
字
南
萱
崎
一
番
地
の
標
柱

基
点
第
三
三
号

相
馬
市
岩
子
字
大
工
四
一
番
地
の
標
柱

点
ワ

基
点
第
三
二
号
か
ら
九
〇
度
の
線
上
、
基
点
第
三
二
号
か
ら
二
四
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
三
二
号
か
ら
六
度
五
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
二
号
か
ら
四
三
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ヨ

基
点
第
三
二
号
か
ら
三
四
九
度
四
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
二
号
か
ら
六
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
点

点
タ

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
三
度
五
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
七
一
四
メ
ー
ト

ル
の
点

点
レ

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
二
度
三
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
六
一
六
メ
ー
ト

ル
の
点

点
ソ

基
点
第
三
三
号
か
ら
〇
度
三
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
五
六
六
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ツ

基
点
第
三
三
号
か
ら
三
二
九
度
四
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
四
八
四
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ネ

基
点
第
三
三
号
か
ら
三
二
〇
度
〇
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
四
五
二
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ナ

基
点
第
三
三
号
か
ら
三
〇
九
度
五
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
三
五
四
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ラ

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
二
一
度
三
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
一
八
四
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ム

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
五
九
度
一
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
一
五
六
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
三
三
号
か
ら
二
六
五
度
五
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
一
二
六
メ
ー

ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
三
三
号
か
ら
二
三
二
度
三
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
二
八
一
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ノ

基
点
第
三
三
号
か
ら
二
〇
六
度
一
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
四
八
〇
メ
ー

ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
九
〇
度
一
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
四
二
一
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ク

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
五
六
度
三
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
二
〇
八
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ヤ

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
三
二
度
五
〇
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
二
四
二
メ
ー

ト
ル
の
点

点
マ

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
五
五
度
一
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
四
八
六
メ
ー

ト
ル
の
点

点
ケ

基
点
第
三
三
号
か
ら
一
四
七
度
一
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
三
号
か
ら
五
二
二
メ
ー

ト
ル
の
点

三

免
許
の
制
限
又
は
条
件

１

こ
の
漁
場
内
に
次
の
航
路
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一�

地
島
東
端
付
近
か
ら
落
堀
、
土
橋
、
株
釜
を
経
て
大
州
に
至
る
幅
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
航
路

二�

地
島
東
端
付
近
か
ら
機
械
島
西
端
、
烏
森
付
近
を
経
て
大
州
に
至
る
幅
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の

航
路

２

１
に
定
め
る
航
路
の
ほ
か
こ
の
区
域
内
に
設
定
す
る
航
路
及
び
潮
通
し
の
た
め
の
水
路
は
、
他

の
漁
業
権
区
域
の
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
松
川
浦
全
体
に
及
ぶ
効
果
を
勘
案
し
て
設
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

航
路
内
で
は
、
航
行
を
妨
害
す
る
施
設
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

四

免
許
予
定
日

平
成
二
十
年
九
月
一
日

五

免
許
の
申
請
期
間

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六

地
元
地
区

相
馬
市
尾
浜
及
び
岩
子

七

漁
業
権
の
存
続
期
間

平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

八

そ
の
他

方
位
は
す
べ
て
真
方
位
に
よ
る
。

一

公
示
番
号

区
第
六
号

二

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

１

漁
業
の
種
類
、
名
称
及
び
時
期

漁
業
の
種
類

漁
業
の
名
称

漁
業
の
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
網
ひ
び
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

同

わ
か
め
張
縄
式
養
殖
業

一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
〇
日
ま
で

同

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

第
三
種
区
画
漁
業

か
き
養
殖
業

同

同

あ
さ
り
養
殖
業

同

２

漁
場
の
位
置

相
馬
市
磯
部
地
先

３

漁
場
の
区
域

次
の
基
点
第
三
一
号
と
各
点
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
及
び
ル
を
順
次
に
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
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一
般
国
道

二
八
九
号

路
線
名

県
道
二
本

松
金
屋
線

路
線
名

白
河
市
表
郷
小
松
字
下
高

萩
一
三
八
番
地
先
か
ら

同

市
表
郷
社
田
字
太
夫

屋
敷
五
番
地
先
ま
で

区

間

郡
山
市
富
久
山
町
北
小
泉

字
砂
田
九
七
番
一
地
先
か

ら同

市
富
久
山
町
北
小
泉

字
砂
田
一
七
六
番
地
先
ま

で
区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

九
・
〇
〜

一
七
・
〇

九
・
〇
〜

一
二
・
五

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
一
・
五
〜

四
五
・
〇

一
一
・
五
〜

二
二
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
二
五
・
五

二
二
五
・
五

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

二
一
五
・
〇

一
九
四
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
第
三
一
号

相
馬
市
柏
崎
地
内
小
橋
水
門
北
端
か
ら
北
西
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ト

基
点
第
三
一
号
か
ら
三
五
五
度
三
五
分
の
線
上
、
基
点
第
三
一
号
か
ら
一
、
九
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
チ

点
ト
か
ら
一
一
五
度
一
〇
分
の
線
上
、
点
ト
か
ら
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
リ

点
チ
か
ら
一
五
度
の
線
上
、
点
チ
か
ら
五
四
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ヌ

点
ル
か
ら
二
八
〇
度
の
線
上
、
点
ル
か
ら
二
四
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ル

相
馬
市
磯
部
字
長
須
庄
司
水
門
中
央
か
ら
北
二
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
点

三

免
許
の
制
限
又
は
条
件

１

漁
場
内
に
お
け
る
か
き
垂
下
式
養
殖
連
数
は
、
一
三
、
〇
〇
〇
連
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
一

連
に
垂
下
し
得
る
種
苗
付
着
盤
の
数
は
、
一
〇
個
以
内
と
す
る
。

２

漁
場
内
に
お
い
て
か
き
垂
下
式
養
殖
業
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
養
殖
面
積
に
応
じ
て
の
り
の
養

殖
柵
数
を
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

こ
の
漁
場
内
に
次
の
航
路
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

松
川
港
口
か
ら
通
称
東
溝
を
経
て
磯
部
に
至
る
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路

４

３
に
定
め
る
航
路
の
ほ
か
こ
の
区
域
内
に
設
定
す
る
航
路
及
び
潮
通
し
の
た
め
の
水
路
は
、
他

の
漁
業
権
区
域
の
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
松
川
浦
全
体
に
及
ぶ
効
果
を
勘
案
し
て
設
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

航
路
内
で
は
、
航
行
を
妨
害
す
る
施
設
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

四

免
許
予
定
日

平
成
二
十
年
九
月
一
日

五

免
許
の
申
請
期
間

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六

地
元
地
区

相
馬
市
磯
部

七

漁
業
権
の
存
続
期
間

平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

八

そ
の
他

方
位
は
す
べ
て
真
方
位
に
よ
る
。

(

生
産
流
通
領
域
水
産
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
五
十
八
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

白
沢
地
区
に
係
る
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
。

こ
の
変
更
後
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
年
三
月
三
日
か
ら

(

二
十
二
日
間)

同

月
二
十
四
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
役
場

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
五
十
九
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画

グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
六
十
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路

企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
南
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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県
道
棚
倉

矢
吹
線

路
線
名

県
道
社
田

浅
川
線

路
線
名

一
般
国
道

二
八
九
号

路
線
名

白
河
市
東
釜
子
字
本
町
五

一
番
一
地
先
か
ら

同

市
東
釜
子
字
殿
田
表

四
六
番
三
地
先
ま
で

区

間

白
河
市
表
郷
社
田
字
松
田

二
一
番
二
地
先
か
ら

同

市
表
郷
社
田
字
松
田

二
〇
番
一
地
先
ま
で

区

間

白
河
市
表
郷
小
松
字
下
高

萩
一
三
八
番
地
先
か
ら

同

市
表
郷
社
田
字
太
夫

屋
敷
五
番
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
〇
・
〇
〜

一
六
・
〇

七
・
五
〜

一
六
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
一
・
〇
〜

三
六
・
〇

一
一
・
〇
〜

三
六
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

九
・
〇
〜

一
七
・
〇

九
・
〇
〜

一
二
・
五

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

六
〇
七
・
〇

六
〇
七
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

三
二
・
五

三
二
・
五

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

二
二
五
・
五

二
二
五
・
五

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

県
道
小
名
浜
平
線

路

線

名

県
道
二
本
松
金
屋
線

路

線

名

県
道
棚
倉

矢
吹
線

路
線
名

白
河
市
東
釜
子
字
本
町
五

一
番
一
地
先
か
ら

同

市
東
釜
子
字
殿
田
表

四
六
番
三
地
先
ま
で

区

間

郡
山
市
富
久
山
町
北
小
泉
字
砂
田
九
七
番
一
地
先
か

ら同

市
富
久
山
町
北
小
泉
字
砂
田
一
七
六
番
地
先
ま

で
供

用

開

始

の

区

間

い
わ
き
市
平
字
作
町
二
丁
目
一
番
四
地
先
か
ら
同
市
平
字
正
内
町
九

三
番
一
地
先
ま
で
の
上
り
線

同

市
平
字
三
倉
六
六
番
六
地
先
か
ら
同
市
平
字
正
内
町
六
三
番

一
地
先
ま
で
の
下
り
線 区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
〇
・
〇
〜

一
六
・
〇

七
・
五
〜

一
六
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

六
〇
七
・
〇

六
〇
七
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

平
成
二
〇
年

二
月
二
九
日

供

用

開

始

の

期

日

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
六
十
一
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画

グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
南
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
六
十
二
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画

グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
南
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
六
十
三
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県

県
中
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
百
六
十
四
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法(

平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号)

第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
及
び
そ
の
区
間
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)
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公

告

公
告
第
９
９
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
福
島
県
庶
務
シ
ス
テ
ム
開
発
等
業
務

委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

｡
以
下
｢特
例
政
令
｣
と
い
う
｡
)

第
11条

及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

)
第
274条

の
11第

１
項
の
規
定
に

よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

１
落
札
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

福
島
県
庶
務
シ
ス
テ
ム
開
発
等
業
務
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
の
名
称
及
び
所
在
地

福
島
県
総
務
部
人
事
領
域
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
20年
１
月
16日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

日
本
電
気
株
式
会
社
福
島
支
店
福
島
県
福
島
市
本
町
５
番
５
号

５
落
札
金
額

555,450,000円
６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
特
例
政
令
第
６
条
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
19年
12月
４
日

(人
事
領
域
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
)

公
告
第
１
０
０
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
流
域
下
水
道
(二
本
松
処
理
区
)
維

持
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又

は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

｡
以
下
｢特
例
政
令
｣

と
い
う
｡
)
第
11条

及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

)
第
274条

の
11第

１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
県
中
流
域
下
水
道
建
設
事
務
所
長
横
田
道
博

１
落
札
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

流
域
下
水
道
(二
本
松
処
理
区
)
維
持
管
理
業
務
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

福
島
県
県
中
流
域
下
水
道
建
設
事
務
所
福
島
県
郡
山
市
日
和
田
町
字
山
ノ
井
５
番

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
20年
２
月
18日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

テ
ス
コ
株
式
会
社
東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
34番

５
落
札
金
額

384,300,000円
６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札
(総
合
評
価
方
式
)

７
特
例
政
令
第
６
条
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
19年
12月
11日

(都
市
領
域
下
水
道
グ
ル
ー
プ
)

公
告
第
百
一
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
年
二
月
十
九
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
く
ら
訪
問
看
護
婦
会

三

代
表
者
の
氏
名

田
部

キ
ヨ
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
会
津
若
松
市
天
神
町
十
九
番
六
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
人
々
に
対
し
て
、
訪
問
介
護
事
業
、
訪
問
看
護
事
業
等
を
行
い
、
地
域
住

民
の
健
康
の
回
復
と
維
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
百
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
の
廃
止
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ー
ヨ
ー
デ
イ
ツ
ー
錦
町
店

い
わ
き
市
錦
町
江
栗
七
反
田
三
十
六
ほ
か

二

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
前
の
店
舗
面
積
の
合
計

三
千
二
百
六
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
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福
島
県
公
安
委
員
会

三

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
後
の
店
舗
面
積
の
合
計

零
平
方
メ
ー
ト
ル

四

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
日

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

五

届
出
年
月
日

平
成
二
十
年
二
月
二
十
日

六

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
公
安
委
員
会
公
告
第
１
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
(昭
和
33年
法
律
第
６
号
)
第
５
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
､
猟

銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
松
本
忠
清

１
開
催
の
日
時
及
び
場
所

�
初
心
者
講
習
会
(２
に
規
定
す
る
初
心
者
に
対
す
る
講
習
会
を
い
う
｡
)

開
催
期
日

開
始
時
刻

開
催
場
所

平
成
20年
４
月
26日

(土
)
午
前
９
時

福
島
市
国
体
記
念
体
育
館

同
年
５
月
２
日
(金
)
同

会
津
若
松
市
北
会
津
支
所

同
年
６
月
27日

(金
)
同

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

同
年
７
月
25日

(金
)
同

い
わ
き
中
央
警
察
署
常
磐
地
区
幹
部
交
番

同
年
８
月
31日

(日
)
同

福
島
市
国
体
記
念
体
育
館

同
年
９
月
26日

(金
)
同

南
相
馬
警
察
署

�
経
験
者
講
習
会
(２
に
規
定
す
る
経
験
者
に
対
す
る
講
習
会
を
い
う
｡
)

開
催
期
日

開
始
時
刻

開
催
場
所

平
成
20年
４
月
６
日
(日
)
午
後
１
時
30分

福
島
市
国
体
記
念
体
育
館

同
年
４
月
11日

(金
)
同

川
俣
警
察
署

同
年
４
月
23日

(水
)
同

会
津
坂
下
警
察
署

同
年
４
月
30日

(水
)
同

石
川
警
察
署

同
年
５
月
９
日
(金
)
同

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
み
え

同
年
５
月
12日

(月
)
同

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

同
年
５
月
15日

(木
)
同

南
会
津
警
察
署

同
年
５
月
23日

(金
)
同

相
馬
警
察
署

同
年
５
月
28日

(水
)
同

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ

同
年
５
月
30日

(金
)
同

伊
達
警
察
署

同
年
６
月
６
日
(金
)
同

棚
倉
警
察
署

同
年
６
月
13日

(金
)
同

猪
苗
代
警
察
署

同
年
６
月
18日

(水
)
同

白
河
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

同
年
６
月
20日

(金
)
同

南
相
馬
警
察
署

同
年
６
月
25日

(水
)
同

勿
来
市
民
会
館

同
年
７
月
４
日
(金
)
同

田
村
市
船
引
公
民
館

同
年
７
月
11日

(金
)
同

会
津
美
里
警
察
署

同
年
７
月
18日

(金
)
同

福
島
北
警
察
署

同
年
７
月
30日

(水
)
同

い
わ
き
市
立
好
間
公
民
館

同
年
８
月
１
日
(金
)
同

郡
山
北
警
察
署

同
年
８
月
10日

(日
)
同

福
島
市
国
体
記
念
体
育
館

同
年
８
月
29日

(金
)
同

富
岡
警
察
署

同
年
９
月
５
日
(金
)
同

会
津
若
松
市
北
会
津
支
所

同
年
９
月
12日

(金
)
同

い
わ
き
東
警
察
署

同
年
９
月
17日

(水
)
同

二
本
松
警
察
署

同
年
９
月
19日

(金
)
同

本
宮
警
察
署

同
年
９
月
24日

(水
)
同

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

２
講
習
対
象
者

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
､
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も

の
(以
下
｢初
心
者
｣
と
い
う
｡
)
及
び
現
に
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
も

の
の
う
ち
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
(以
下
｢経
験
者
｣
と
い
う
｡
)
と
す
る
｡

３
受
講
申
込
み
の
手
続

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
､
県
内
の
各
警
察
署
に
備
え
付
け
た
猟
銃
等
講
習
受
講
申
込
書
２

通
に
､
初
心
者
に
あ
っ
て
は
6,800円

､
経
験
者
に
あ
っ
て
は
3,000円

の
手
数
料
(福
島
県
収
入
証

紙
に
よ
る
こ
と
｡
)
及
び
写
真
(縦
3.6セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
２
枚
を
添

え
て
受
講
を
希
望
す
る
講
習
会
の
開
催
期
日
の
５
日
前
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
申
し

込
む
こ
と
｡

４
講
習
の
内
容

�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令

初
心
者
に
対
す
る
講
習
３
時
間

経
験
者
に
対
す
る
講
習
２
時
間

�
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
使
用
､
保
管
等
の
取
扱
い

初
心
者
に
対
す
る
講
習
１
時
間
30分

経
験
者
に
対
す
る
講
習
１
時
間

５
考
査
初
心
者
に
対
し
て
は
､
講
習
終
了
後
引
き
続
い
て
１
時
間
の
考
査
を
実
施
す
る
｡(生
活
環
境
課
)
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福
島
県
警
察
本
部

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
３
号

県
北
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１

項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
県
北
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
交
通
信
号
機
等
設
備
保
守
要
項
(以
下
｢保
守
要
項
｣

と
い
う
｡
)
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
保
守
要
領
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札

に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
(昭
和
41年
福
島
県
告
示
第
59号
)
別
表
に
掲
げ

る
工
事
等
種
別
の
｢電
気
設
備
工
事
｣
の
入
札
参
加
有
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ

て
､
Ａ
等
級
又
は
Ｂ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
又
は
交
通
信
号
機
の
設
置
工
事
若
し
く
は
改

良
工
事
の
履
行
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実

に
履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
福
島
警
察
署
､
福
島
県
福
島
北
警
察
署
､
福
島
県
桑
折
警
察
署
､
福
島
県
伊
達
警
察
署
､

福
島
県
川
俣
警
察
署
及
び
福
島
県
二
本
松
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
営
業
所
を
有
す
る
者
で
あ
る

こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
の

履
行
実
績
及
び
２
の
�
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月

10日
(月
)
午
後
５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な

資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
21日

(金
)
午
前
10時

福
島
県
警
察
本

部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
４
号

県
南
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１

項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二
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１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
県
南
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
交
通
信
号
機
等
設
備
保
守
要
項
(以
下
｢保
守
要
項
｣

と
い
う
｡
)
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
保
守
要
領
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札

に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
(昭
和
41年
福
島
県
告
示
第
59号
)
別
表
に
掲
げ

る
工
事
等
種
別
の
｢電
気
設
備
工
事
｣
の
入
札
参
加
有
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ

て
､
Ａ
等
級
又
は
Ｂ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
又
は
交
通
信
号
機
の
設
置
工
事
若
し
く
は
改

良
工
事
の
履
行
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実

に
履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
郡
山
警
察
署
､
福
島
県
郡
山
北
警
察
署
､
福
島
県
本
宮
警
察
署
､
福
島
県
須
賀
川
警
察

署
､
福
島
県
白
河
警
察
署
､
福
島
県
石
川
警
察
署
､
福
島
県
棚
倉
警
察
署
､
福
島
県
三
春
警
察
署

及
び
福
島
県
小
野
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
営
業
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
の

履
行
実
績
及
び
２
の
�
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月

10日
(月
)
午
後
５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な

資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
21日

(金
)
午
前
11時

福
島
県
警
察
本

部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
５
号

会
津
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１

項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量

会
津
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
交
通
信
号
機
等
設
備
保
守
要
項
(以
下
｢保
守
要
項
｣

と
い
う
｡
)
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
保
守
要
領
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡
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�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札

に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
(昭
和
41年
福
島
県
告
示
第
59号
)
別
表
に
掲
げ

る
工
事
等
種
別
の
｢電
気
設
備
工
事
｣
の
入
札
参
加
有
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ

て
､
Ａ
等
級
又
は
Ｂ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
又
は
交
通
信
号
機
の
設
置
工
事
若
し
く
は
改

良
工
事
の
履
行
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実

に
履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
会
津
若
松
警
察
署
､
福
島
県
猪
苗
代
警
察
署
､
福
島
県
喜
多
方
警
察
署
､
福
島
県
会
津

坂
下
警
察
署
､
福
島
県
会
津
美
里
警
察
署
及
び
福
島
県
南
会
津
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
の

履
行
実
績
及
び
２
の
�
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月

10日
(月
)
午
後
５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な

資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
21日

(金
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
警

察
本
部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
６
号

浜
通
り
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の

で
､
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６

第
１
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)

第
246条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
浜
通
り
方
部
交
通
信
号
機
等
保
守
業
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
交
通
信
号
機
設
備
等
保
守
要
項
(以
下
｢保
守
要
項
｣

と
い
う
｡
)
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
保
守
要
領
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札

に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
(昭
和
41年
福
島
県
告
示
第
59号
)
別
表
に
掲
げ

る
工
事
等
種
別
の
｢電
気
設
備
工
事
｣
の
入
札
参
加
有
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ

て
､
Ａ
等
級
又
は
Ｂ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
又
は
交
通
信
号
機
の
設
置
工
事
若
し
く
は
改

良
工
事
の
履
行
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実

に
履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
､
福
島
県
い
わ
き
東
警
察
署
､
福
島
県
い
わ
き
南
警
察
署
､
福
島
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県
南
相
馬
警
察
署
､
福
島
県
富
岡
警
察
署
､
福
島
県
浪
江
警
察
署
及
び
福
島
県
相
馬
警
察
署
の
管

轄
区
域
内
に
営
業
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
の

履
行
実
績
及
び
２
の
�
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月

10日
(月
)
午
後
５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な

資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
21日

(金
)
午
後
２
時
30分

福
島
県
警

察
本
部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
７
号

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
設
備
保
守
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１

項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
設
備
保
守
業
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
設
備
保
守
要
項
(以
下
｢保
守

要
項
｣
と
い
う
｡
)
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
入
札
説
明
書
及
び
保
守
要
領
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
と
同
種
の
業
務
の
履
行
実
績
又
は
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
に
係
る

工
事
の
履
行
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
こ
の
公
告
に
示
し
た
保
守
要
領
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実
に

履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
の

履
行
実
績
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月
10日

(月
)
午
後
５
時
ま
で

に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る

こ
と
｡
郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
21日

(金
)
午
後
３
時
30分

福
島
県
警

察
本
部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

平成20年２月29日 金曜日 福 島 県 報 第1957号121



�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
８
号

パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
の
管
理
等
事
務
及
び
手
数
料
収
納
事
務
に
係
る
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の

と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年
政
令
第
16号
｡
以
下
｢施
行

令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
の
管
理
等
事
務
及
び
手
数
料
収
納
事
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
福
島
県
警
察
本
部
長
が
指
定
す
る
場
所

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
会
社
更
生
法
(平
成
14年

法
律
第
154号

)
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て

い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
(平
成
11年

法
律
第
225号

)
の
規
定
に
よ
る
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い

る
者
に
あ
っ
て
は
､
当
該
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
に
､
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
現
に
法
人
税
､
法
人
事
業
税
､
法
人
県
民
税
､
自
動
車
税
､
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に

社
会
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
純
資
産
1,000万

円
以
上
の
株
式
会
社
､
正
味
財
産
1,000万

円
以
上
の
公
益
法
人
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
法
人
の
設
立
の
日
か
ら
当
該
入
札
の
日
ま
で
３
年
を
経
過
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
履
行
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
か
ら
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
の
管
理
に
関
す
る
指
示
を
受

け
た
場
合
､
速
や
か
に
対
応
で
き
る
職
員
を
配
置
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

	
役
員
(業
務
を
執
行
す
る
社
員
､
取
締
役
､
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
､
顧
問

そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
､

取
締
役
､
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
者
を
含
む
｡
)
の
う
ち
に
道
路
交
通
法
(昭
和
35年

法
律
第
105号

)
第
51条

の
８
第
３
項
第

２
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
法
人
で
な
い
こ
と
｡



仕
様
書
に
定
め
る
業
務
内
容
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
し
得
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
か

ら
	
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月
14日

(金
)
午
後

５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申

請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
７
日
(金
)
午
後
３
時
福
島
県
警
察
本
部

入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
24日

(月
)
午
後
４
時
30分

�
に
掲
げ

る
場
所
に
同
じ
｡

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

平成20年２月29日 金曜日 福 島 県 報 第1957号 122



�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
９
号

給
食
業
務
及
び
暖
房
給
湯
設
備
保
守
運
転
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を

行
う
の
で
､
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167

条
の
６
第
１
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い

う
｡
)
第
246条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
数
量
給
食
業
務
及
び
暖
房
給
湯
設
備
保
守
運
転
業
務
一
式

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
福
島
県
警
察
学
校
(福
島
県
福
島
市
�
�
町
一
丁
目
１
番
１
号
)
及
び
福
島
県
警

察
機
動
隊
(福
島
県
福
島
市
荒
井
字
下
笊
森
50番
地
)

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
栄
養
士
法
(昭
和
22年

法
律
第
245号

)
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
栄
養
士
免
許
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
同
条
第
４
項
の
管
理
栄
養
士
免
許
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
給
食

業
務
に
従
事
で
き
る
も
の
と
し
て
１
名
以
上
配
置
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
(昭
和
47年
労
働
省
令
第
33号
)
第
97条
の
規
定
に
よ
り

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
を
与
え
ら
れ
て
い
る
者
を
暖
房
給
湯
設
備
保
守
運
転
業
務
に
従
事
で
き

る
者
と
し
て
１
名
配
置
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
消
防
法
(昭
和
23年

法
律
第
186号

)
第
13条

の
２
の
規
定
に
よ
り
乙
種
危
険
物
取
扱
者
免
状

(同
法
別
表
の
第
四
類
に
掲
げ
る
危
険
物
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を

暖
房
給
湯
設
備
保
守
運
転
業
務
に
従
事
で
き
る
者
と
し
て
１
名
配
置
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
と
同
等
程
度
の
給
食
業
務
を
､
平
成
17年
１
月
１
日
以
降
､
12月
以

上
継
続
し
て
履
行
し
た
実
績
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

	
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実
に
履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
か

ら
�
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月
10日

(月
)
午
後

５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申

請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
20年

３
月
21日

(金
)
午
後
４
時
30分

福
島
県
警

察
本
部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示
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す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
１
０
号

自
動
車
保
管
場
所
現
地
調
査
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１

項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
件
名
及
び
予
定
数
量
自
動
車
保
管
場
所
現
地
調
査
業
務
138,000件

�
委
託
業
務
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で

�
履
行
場
所
福
島
県
の
全
域

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
要
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
会
社
更
生
法
(平
成
14年

法
律
第
154号

)
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て

い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
(平
成
11年

法
律
第
225号

)
の
規
定
に
よ
る
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
る
者
若
し
く
は
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い

る
者
に
あ
っ
て
は
､
当
該
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
に
､
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
現
に
法
人
税
､
法
人
事
業
税
､
法
人
県
民
税
､
自
動
車
税
､
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に

社
会
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
純
資
産
1,000万

円
以
上
の
株
式
会
社
､
正
味
財
産
1,000万

円
以
上
の
公
益
法
人
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
法
人
の
設
立
の
日
か
ら
当
該
入
札
の
日
ま
で
３
年
を
経
過
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
､
自
動
車
の
販
売
若
し
く
は
整
備
又
は
自
動

車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
(昭
和
37年

法
律
第
145号

)
第
４
条
第
１
項
の
書
面

の
交
付
の
申
請
の
代
理
を
業
と
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
警
察
署
長
か
ら
自
動
車
の
保
管
場
所
に
係
る
現
地
調
査
の
指
示
を
受
け
た
日
の
翌
日
ま
で
に
当

該
現
地
調
査
を
完
了
す
る
た
め
､
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
人
数
の
職
員
を

配
置
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

ア
福
島
県
福
島
警
察
署
､
福
島
県
福
島
北
警
察
署
､
福
島
県
桑
折
警
察
署
､
福
島
県
伊
達
警
察

署
､
福
島
県
川
俣
警
察
署
及
び
福
島
県
二
本
松
警
察
署
の
管
轄
区
域
６
名
以
上

イ
福
島
県
郡
山
警
察
署
､
福
島
県
郡
山
北
警
察
署
､
福
島
県
本
宮
警
察
署
､
福
島
県
須
賀
川
警

察
署
､
福
島
県
白
河
警
察
署
､
福
島
県
石
川
警
察
署
､
福
島
県
棚
倉
警
察
署
､
福
島
県
三
春
警

察
署
及
び
福
島
県
小
野
警
察
署
の
管
轄
区
域
11名
以
上

ウ
福
島
県
会
津
若
松
警
察
署
､
福
島
県
猪
苗
代
警
察
署
､
福
島
県
喜
多
方
警
察
署
､
福
島
県
会

津
坂
下
警
察
署
､
福
島
県
会
津
美
里
警
察
署
及
び
福
島
県
南
会
津
警
察
署
の
管
轄
区
域
７
名

以
上

エ
福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
､
福
島
県
い
わ
き
東
警
察
署
､
福
島
県
い
わ
き
南
警
察
署
､
福

島
県
南
相
馬
警
察
署
､
福
島
県
富
岡
警
察
署
､
福
島
県
浪
江
警
察
署
及
び
福
島
県
相
馬
警
察
署

の
管
轄
区
域
８
名
以
上

	
仕
様
書
に
定
め
る
業
務
内
容
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
し
得
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
か

ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
20年
３
月
14日

(金
)

午
後
５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
７
日
(金
)
午
後
２
時
福
島
県
警
察
本
部

入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
24日

(月
)
午
後
３
時
30分

�
に
掲
げ

る
場
所
に
同
じ
｡

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡
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福
島
県
福
島
警
察
署

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
に
予
定
数
量
を
乗
じ
て
得
た
額
の

100分
の
３
以
上
の
額
の
入
札
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第

249条
第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を

免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
予
定
数
量
を
乗
じ
て
得
た
金
額
の
100分

の
５
以
上

の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各

号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法
入
札
書
に
は
､
自
動
車
保
管
場
所
現
地
調
査
業
務
１
件
当
た
り
の
単
価
を
記
載
す

る
こ
と
｡

な
お
､
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の
端
数

金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係
る
課

税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105分

の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
の
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札

を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
福
島
警
察
署
公
告
第
２
号

物
品
の
購
入
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和

22年
政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則

(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246条

第
１
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
福
島
警
察
署
長
浦
澤
兼
一

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
買
入
れ
を
す
る
物
品
の
名
称
及
び
予
定
数
量
被
留
置
者
の
給
食
26,400食

�
買
入
れ
を
す
る
物
品
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
納
入
期
限
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で
の
期
間
で
福
島
県
福
島
警
察

署
長
が
指
定
す
る
日

�
納
入
場
所
福
島
県
福
島
警
察
署
(福
島
県
福
島
市
上
町
７
番
31号
)

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
を
発
注
者
と
し
て
､
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
の
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
そ
の
審
査
の
申

請
の
時
期
等
を
告
示
す
る
件
(平
成
19年

福
島
県
告
示
第
276号

)
第
２
に
掲
げ
る
業
種
区
分
の

｢製
造
業
｣
又
は
｢販
売
業
｣
の
入
札
参
加
有
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
か
ら
現
に
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
に
係
る
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ

と
｡

�
食
品
衛
生
法
(昭
和
22年

法
律
第
233号

)
第
52条

第
１
項
の
許
可
を
受
け
て
､
飲
食
店
営
業

を
営
ん
で
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
に
合
致
し
た
物
品
又
は
こ
れ
と
同
等
の
物
品
に
つ
い
て
納
入
実
績
が

あ
り
､
か
つ
､
確
実
に
納
入
で
き
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
物
品
購
入
(修
繕
)
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申

請
書
に
､
２
の
�
に
掲
げ
る
事
項
及
び
２
の
�
の
納
入
実
績
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し

て
､
平
成
20年
３
月
10日

(月
)
午
後
５
時
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参

加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960-8101

福
島
県
福
島
市
上
町
７
番
31号

福
島
県
福
島
警
察
署
庶
務
課

電
話
024-522-2121

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
21日

(金
)
午
後
２
時
福
島
県
福
島
警

察
署
４
階
大
会
議
室
(福
島
県
福
島
市
上
町
７
番
31号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
に
今
回
の
公
告
に
係
る
予
定
数
量

を
乗
じ
て
得
た
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全

部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金
落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
今
回
の
公
告
に
係
る
予
定
数
量
を
乗
じ
て
得
た
金
額

平成20年２月29日 金曜日 福 島 県 報 第1957号125



福
島
県
郡
山
警
察
署

の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則

第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付

を
免
除
す
る
｡

６
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
開
札
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
､
提
出
し

た
書
類
に
関
し
､
福
島
県
福
島
警
察
署
長
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
､
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡

７
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

８
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

９
そ
の
他

�
入
札
方
法
入
札
書
に
は
､
１
食
当
た
り
の
単
価
を
記
載
す
る
こ
と
｡

な
お
､
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
時
は
､
そ
の
端
数
を

切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業

者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105分

の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(庶
務
課
)

福
島
県
郡
山
警
察
署
公
告
第
２
号

物
品
の
購
入
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和

22年
政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１
項
及
び
福
島
県
財
務
規
則

(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246条

第
１
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
す
る
｡

平
成
20年
２
月
29日

福
島
県
郡
山
警
察
署
長
穴
澤
英
一

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
買
入
れ
を
す
る
物
品
の
名
称
及
び
予
定
数
量
被
留
置
者
の
給
食
58,200食

�
買
入
れ
を
す
る
物
品
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
納
入
期
限
平
成
20年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21年
３
月
31日
ま
で
の
期
間
で
福
島
県
郡
山
警
察

署
長
が
指
定
す
る
日

�
納
入
場
所
福
島
県
郡
山
警
察
署
(福
島
県
郡
山
市
字
城
清
水
23)

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
を
発
注
者
と
し
て
､
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
の
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
そ
の
審
査
の
申

請
の
時
期
等
を
告
示
す
る
件
(平
成
19年

福
島
県
告
示
第
276号

)
第
２
に
掲
げ
る
業
種
区
分
の

｢製
造
業
｣
又
は
｢販
売
業
｣
の
入
札
参
加
有
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
福
島
県
か
ら
現
に
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
に
係
る
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ

と
｡

�
食
品
衛
生
法
(昭
和
22年

法
律
第
233号

)
第
52条

第
１
項
の
許
可
を
受
け
て
､
飲
食
店
営
業

を
営
ん
で
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
に
合
致
し
た
物
品
又
は
こ
れ
と
同
等
の
物
品
に
つ
い
て
納
入
実
績
が

あ
り
､
か
つ
､
確
実
に
納
入
で
き
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
物
品
購
入
(修
繕
)
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申

請
書
に
､
２
の
�
に
掲
げ
る
事
項
及
び
２
の
�
の
納
入
実
績
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し

て
､
平
成
20年
３
月
10日

(月
)
午
後
５
時
30分
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札

に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
963-8842

福
島
県
郡
山
市
字
城
清
水
23

福
島
県
郡
山
警
察
署
庶
務
課

電
話
024-922-2800

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
20年
３
月
21日

(金
)
午
後
２
時
30分

福
島
県
郡

山
警
察
署
４
階
大
会
議
室
(福
島
県
郡
山
市
字
城
清
水
23)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
に
今
回
の
公
告
に
係
る
予
定
数
量

を
乗
じ
て
得
た
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全

部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金
落
札
者
は
､
契
約
金
額
に
今
回
の
公
告
に
係
る
予
定
数
量
を
乗
じ
て
得
た
金
額

の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
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福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付

を
免
除
す
る
｡

６
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
開
札
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
､
提
出
し

た
書
類
に
関
し
､
福
島
県
郡
山
警
察
署
長
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
､
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡

７
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

８
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
20年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

９
そ
の
他

�
入
札
方
法
入
札
書
に
は
､
１
食
当
た
り
の
単
価
を
記
載
す
る
こ
と
｡

な
お
､
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
時
は
､
そ
の
端
数
を

切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業

者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105分

の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(庶
務
課
)

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

こ
い
の
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
、
漁
業
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号)

第
六
十
七
条

第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

長

林

久

夫

一

指
示
の
内
容

１

持
ち
出
し
の
禁
止

一�

公
共
の
用
に
供
す
る
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面(

以
下｢

公
共
用
水
面

等｣

と
い
う
。)

に
お
い
て
、
こ
い
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ

て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会(

以
下｢

委
員
会｣

と
い
う
。)

が

認
め
た
場
合
は
、
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
を
除
き
、
当
該
公
共
用
水
面
等(

以
下｢

指
定
水

域｣

と
い
う
。)

に
生
息
す
る
こ
い
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。

二�

委
員
会
は
、
指
定
水
域
の
範
囲
に
つ
い
て
速
や
か
に
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２

放
流
の
制
限

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
い
で
な
け
れ
ば
、
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
を

除
き
、
公
共
用
水
面
等
に
放
流
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
採
捕
し
た
こ
い
を
採
捕
し
た
公
共

用
水
面
等
に
再
放
流
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一�

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
水
面
に
生
息
し
て
い
た
こ
い
で
な
い
こ

と
。

二�

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
水
面
に
生
息
し
、
又
は
生
息
し
て
い
た

こ
い
と
水
を
介
し
て
の
接
触
が
な
い
こ
い
で
あ
る
こ
と
。

三�

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査(

ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
法
に
よ
る
検
査
を
い
う
。)

で
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
い
群
の
こ
い
で
あ
る
こ
と
。

３

遺
棄
の
禁
止

生
死
を
問
わ
ず
、
公
共
用
水
面
等
に
こ
い
を
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

１
及
び
２
に
掲
げ
る
事
項
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
こ
い
に
つ

い
て
は
適
用
し
な
い
。

二

指
示
の
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

こ
い
の
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
指
示
す
る
件(

平
成
二
十
年
福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示

第
一
号)

に
基
づ
き
、
指
定
水
域
の
範
囲
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

長

林

久

夫

阿
武
隈
川
本
流
及
び
支
流

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
二
号

内
水
面
第
五
種
共
同
漁
業
権
漁
場
に
お
け
る
平
成
二
十
年
度
目
標
増
殖
量
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

長

林

久

夫
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内
共
第
18号

内
共
第
17号

内
共
第
16号

内
共
第
15号

内
共
第
14号

内
共
第
13号

内
共
第
12号

内
共
第
11号

内
共
第
10号

内
共
第
９
号

内
共
第
８
号

内
共
第
７
号

内
共
第
６
号

内
共
第
５
号

内
共
第
４
号

内
共
第
３
号

内
共
第
２
号

内
共
第
１
号

漁
業
権
番
号

阿
賀
川

日
橋
川

阿
賀
川

檜
原
湖

小
野
川
湖

秋
元
湖

猪
苗
代
湖

久
慈
川

阿
武
隈
川

鮫
川

夏
井
川

木
戸
川

井
出
川

富
岡
川

熊
川

請
戸
川

太
田
川

新
田
川

真
野
川

河
川
名

阿
賀
川
非
出
資
漁
業
協
同
組
合

西
会
津
地
区
非
出
資
漁
業
協

同
組
合

檜
原
漁
業
協
同
組
合

檜
原
漁
業
協
同
組
合

猪
苗
代
湖
・
秋
元
湖
漁
業
協

同
組
合

猪
苗
代
湖
・
秋
元
湖
漁
業
協

同
組
合

久
慈
川
第
一
漁
業
協
同
組
合

阿
武
隈
川
漁
業
協
同
組
合

鮫
川
漁
業
協
同
組
合

夏
井
川
漁
業
協
同
組
合

木
戸
川
漁
業
協
同
組
合

木
戸
川
漁
業
協
同
組
合

富
岡
川
漁
業
協
同
組
合

熊
川
漁
業
協
同
組
合

室
原
川
・
高
瀬
川
漁
業
協
同

組
合
泉
田
川
漁
業
協
同
組
合

新
田
川
・
太
田
川
漁
業
協
同

組
合

新
田
川
・
太
田
川
漁
業
協
同

組
合

真
野
川
漁
業
協
同
組
合

漁
業

権
者

名

700

350

210 28 35 63 49

2,800 91

140 28 － － 70 56 35

105 �42

こ
い

700

350

210 28 35

1,050 －

1,050 91

210 － － － － 56 14 14 �42

ふ
な

1,197 － － － － －

1,050

1,680

1,260

350

350 63

105

168

770 49

252 �176

あ
ゆ

35,000

2,600

42,000

3,500

7,000

94,900

5,200

140,000

9,100

21,000

700 － 400

700

3,500

1,400

2,800 尾
1,400

種
苗
放
流

う
ぐ

い

－ 3 － － － 2 4 － － － － － 2 － － － －

箇
所－

産
卵
場
造
成

28,000

14,700

37,100

8,400

22,400

17,500 －

39,200

7,000

3,500

21,000

5,600

2,100 －

7,700

1,050

1,050 尾
2,800

い
わ
な

14,000

9,100

22,400

5,600

15,400

7,000

42,000

66,500

28,000

56,000

24,500

5,600

3,500

8,400

70,000

5,600

14,000 尾
10,500

や
ま
め

－ － － － － － － － － － － － － － － － － 尾－

ひ
め
ま
す

70 －

5,390

700

1,470 － － 700 － － － － － － 70 70 －

万
粒－

わ
か
さ
ぎ

－ － － － － 35 － 70 21 7 14 － － － 21 3 10 �7

う
な
ぎ

平
成
20年
度
目
標
増
殖
量

平成20年２月29日 金曜日 福 島 県 報 第1957号 128



合
計

内
共
第
28号

内
共
第
27号

内
共
第
26号

内
共
第
25号

内
共
第
24号

内
共
第
23号

内
共
第
22号

内
共
第
21号

内
共
第
20号

内
共
第
19号

内
共
第
18号

尾
瀬
沼

沼
尻
川

大
鳥
湖

奥
只
見
湖

只
見
川

檜
枝
岐
川

只
見
川

伊
南
川

只
見
川

野
尻
川

沼
沢
湖

只
見
川

大
川

大
川

阿
賀
川

日
橋
川

檜
枝
岐
村
漁
業
協
同
組
合

利
根
漁
業
協
同
組
合

伊
北
地
区
非
出
資
漁
業
協
同
組
合

檜
枝
岐
村
漁
業
協
同
組
合

魚
沼
漁
業
協
同
組
合

檜
枝
岐
村
漁
業
協
同
組
合

南
会
津
西
部
非
出
資
漁
業
協

同
組
合

伊
北
地
区
非
出
資
漁
業
協
同

組
合

野
尻
川
非
出
資
漁
業
協
同
組

合 沼
沢
漁
業
協
同
組
合

只
見
川
漁
業
協
同
組
合

南
会
東
部
非
出
資
漁
業
協
同

組
合

会
津
非
出
資
漁
業
協
同
組
合

阿
賀
川
非
出
資
漁
業
協
同
組
合

5,964 － 210 － － 140 － － 182

210

420

700

4,452 － 140 － － － － － 182 － 280

700

16,557 － － －

4,900 － 420 － 176

1,197

2,394

1,197

484,900 －

8,400

700

53,900

7,000

4,200 －

3,800

14,000

21,700

35,000

12 － － － － － － － 1 － － －

513,800

4,200

23,800

31,500

112,000

24,500

11,200 －

16,800

35,700

35,000

28,000

85,200

2,100

23,800

7,000

42,000

33,600

11,200 －

10,500

25,900

21,000

14,000

32,200 － － － － － －

32,200 － － － －

10,640 － 140 － －

1,260 － － － 700 70 70

195 － － － － － － － － － 7 －
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【定価 １箇月 3,390円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷

一
六

ペ
ー
ジ

上 段

五
行

※
担
当
グ
ル
ー
プ

正

※
担
当
グ
ル
ー
プ
(所
)

誤

正

誤

○
平
成
十
七
年
三
月
十
八
日
付
け
号
外
第
七
号
中
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